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海⽔などが蒸発し、⾬や雪となって⼤地に降り注ぐと、地表⽔や
地下⽔として川に集まり、やがて海に流れていきます。このように
循環する⽔は、時には⼤きな災害をもたらしながらも、私たちの社
会経済、⽂化を⽀えるとともに、豊かな流域⽣態系を育んできまし
た。流域政策・計画学研究室では、流域の⽔循環と社会システムと
の相互関係に着目し、持続可能な流域社会の実現に向けた政策や計
画に関する研究を進めています。

 どんな環境問題の研究をしていますか？

どんな環境問題の卒業研究を指導してきましたか？

河川・⽔辺の⾃然再⽣、琵琶湖岸の砂浜・ヨシ帯再⽣、⽣態系
サービスの評価、洪⽔災害リスクの評価、減災型治⽔システムの社
会実装、⼈⼯知能を使った⽔害対応⽀援、環境・防災を統合した教
育プログラムの開発など、｢流域｣で顕在化する多様な問題を扱って
きました。最近では琵琶湖・淀川流域に視野を広げ、⼤阪湾の海ご
み発⽣源対策や広域的な⽔源保全制度の設計、Eco-DRR、グリーンイ
ンフラなども扱っています。
・Eco-DRR (Ecosystem based Disaster Risk Reducition)  ⽣態系を

活かした防災・減災
・グリーンインフラ 社会資本整備や⼟地利⽤等のハード・ソフト

両⾯において、⾃然環境が有する多様な機能を活⽤し、持続可能
で魅⼒ある国⼟づくりや地域づくりを進めるもの。

学科への入学を検討されている方へ一言

社会を変えるための⻁の巻を託します。社会が直⾯する課題を解
決していくために、どのようにサイエンスを活かし、どのように政
策・計画を立案していけばよいのか、しっかりと身につけてもらい
ます。

瀧先⽣は、社会や環境を
よくするための研究に取り
組んでいて、このような 

社会に役立つ研究を一緒に
⼿伝ってくれる仲間や学⽣
を募っています。担当した
学⽣が社会で必要とされる
⼈材となるよう、時に 厳
しく、時に優しく、熱⼼ 

に指導してくれる先⽣で
す。

・趣味 川チャリ（川を⾃
転⾞で調査すること）、カ
ヤック、スキーなど

教員 瀧  健太郎先⽣

研究に関係する写真
「ば〜んと目を引く」写真
（複数の写真の組み合わせも可）

1. 著作権フリーの写真をいくつか探してくる
2. 担当する教員に選んでもらう
Or

1. 担当する教員が使いたい写真があればそれを使う

このポスターは環境政策・計画学科２０１８年度入学⽣の
奥⽥ かほる、 柴⽥ ⻯太朗、 前河 宏  が、
教員へのインタビュー等を基に作成しました。


